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低学年 中学年 高学年 合計
男子 1001 1031 1049 3081
女子 986 1038 1084 3108




















































































％（人数） 毎日食べる 食べない日もある ほとんど食べない
低学年男子 93.8（938） 5.4（54） 0.8（8）
中学年男子 90.8（936） 7.8（80） 1.5（15）
高学年男子 90.8（952） 7.9（83） 1.3（14）
低学年女子 92.1（908） 7.2（71） 0.7（7）
中学年女子 92.4（959） 6.8（71）  0.8（8）
高学年女子 90.1（977） 8.8（95）  1.1（12）
Table2．食の摂取状況
％（人数） 0人 1人 2人以上
低学年男子 2.8（28） 29.5（295） 67.7（678）
中学年男子 4.8（49） 27.7（286） 67.5（696）
高学年男子 7.1（74） 26.4（277） 66.5（698）
低学年女子 4.0（39） 28.0（276） 68.1（671）
中学年女子 4.2（44） 27.7（288） 68.0（706）






男女差が示され（χ 2（2）= 14.07, p < .01），女子は男
子より就寝時間が遅い者の比率が高い．また，男女
ともに，学年による有意な差が見られた（男子　χ 2







男女間に傾向差が示され（χ 2（2）= 9.68, p < .10），
女子は男子より睡眠時間が短い者の比率が高い傾向が
あった．また，男女ともに，学年が上がるにつれて睡
眠時間は短くなっている（男子　χ 2（8）= 344.01, p 






示された（F（5,6183）= 19.75, p < .001; F（5,6183）= 































示され（F（5,6183）= 160.7, p < .001），女子は男子
より高かった．一方，自己主張については，学年の有






















= 40.08, p < .001; F（2,6186）= 22.28, p < .001, F








％（人数） 約10時間 約9時間 約8時間 約7時間 約6時間 その他
低学年男子 13.1（131） 66.7（668） 18.9（189） 0.7（7） 0.2（2） 0.4（4）
中学年男子 5.7（59） 54.1（558） 36.4（375） 3.4（35） 0.4（4） 0（0）
高学年男子 4.8（50） 37.7（395） 48.3（507） 7.4（78） 1.4（15） 0.4（4）
低学年女子 10.8（106） 68.6（676） 18.9（186） 1.2（12） 0.2（2） 0.4（4）
中学年女子 8.1（84） 53.5（555） 34.1（354） 3.5（36） 0.6（6） 0.3（3）
高学年女子 4.0（43） 35.1（380） 48.3（524） 11.3（123） 0.9（10） 0.4（4）
Table5．学年別および性別にみた睡眠時間
％（人） 20時頃 21時頃 22時頃 23時頃 その他
低学年男子 6.8（68） 67.5（676） 24.1（241） 0.7（7） 0.9（9）
中学年男子 2.0（21） 49.3（508） 44.7（461） 3.6（37） 0.4（4）
高学年男子 1.3（14） 27.3（286） 58.4（613） 12.0（126） 1.0（10）
低学年女子 6.6（65） 69.5（685） 22.3（220） 1.2（12） 0.4（4）
中学年女子 3.5（36） 49.1（510） 41.8（434） 4.9（51） 0.7（7）





て群間に有意差が示された（F（2,6186）= 15.50, p < 





















は1群が2群より自己主張が高く（t（995）= 2.44, p < 
.05），低学年女子では3つの側面全てにおいて1群が
2群より高いという結果が得られた（t（980）= 2.92, 
p < .01;　t（980）= 3.63, p < .001;　t（980）= 2.28, p 
< .05）．中学年では，男子は1群が2群より自己主張
が有意に高く（t（1029）= 2.69, p < .01），女子では
有意差は示されなかった．高学年男子では有意差は
示されず，女子は1群が2群より，自己抑制と向社会
的行動が有意に高かった（t（1078）= 2.27, p < .05;　t
男子 女子 F値
低学年 中学年 高学年 低学年 中学年 高学年 性別 学年 交互作用
挨 　 　 拶 6.83 6.77 6.51 7.06 6.95 6.7 19.75*** 21.12***   0.14
（1.73） （1.78） （1.95） （1.51） （1.64） （1.69）
自 己 抑 制 18.59 18.8 18.59 19.73 19.8 19.67 160.70***  1.45 0.22
（3.39） （3.39） （3.51） （3.28） （3.17） （3.19）
自 己 主 張 12.66 12.29 11.95 12.87 12.35 11.94 1.97   54.11*** 0.99 
（2.41） （2.64） （2.54） （2.48） （2.61） （2.5）
向 社 会 的 行 動 28.8 28.73 27.84 30.8 30.92 30.18 297.60*** 18.09***  0.57
（5.05） （5.09） （5.54） （4.53） （4.68） （4.82）


























t（999）= 3.32, p < .01;低学年女子 t（984）=7.30, p < .001;
中学年男子 t（1029）= 4.37, p < .001;中学年女子
t（1036）= 4.78, p < .001;高学年男子 t（1047）= 6.97, 
p < .001;高学年女子 t（1082）= 4.00, p < .001;）（自己
主張：低学年男子 t（999）= 4.69, p < .001;低学年女子
t（984）= 8.02, p < .001;中学年男子 t（1029）= 5.26, 
p < .001;中学年女子 t（1036）= 3.77, p < .001;高学年
男子 t（1047）= 6.57, p < .001;高学年女子 t（1082）
= 4.48, p < .001）（向社会的活動：低学年男子 t（999）
= 6.62, p < .001;低学年女子 t（984）= 6.84, p < .001;
中学年男子 t（1029）= 6.43, p < .001;中学年女子
t（1036）= 9.43, p < .001;高学年男子 t（1047）= 8.06, 






（N=5671） （N=454） （N=64） F値
自 己 抑 制 19.30（3.33） 18.23（3.52） 16.67（3.63） 40.08***
自 己 主 張 12.40（2.54） 11.69（2.51） 11.22（2.84） 22.28***
向 社 会 的 行 動 29.69（5.04） 28.20（5.30） 25.98（5.93） 33.93***
2人以上 1人 0人以上
（N=4160） （N=454） （N=64） F値
自 己 抑 制 19.34（3.32） 18.99（3.36） 18.39（3.88） 15.50***
自 己 主 張 12.40（2.55） 12.24（2.53） 11.86（2.67） 7.81***
向 社 会 的 行 動 29.73（5.04） 29.25（5.12） 28.53（5.62） 11.49***
*** p < .001
Table8．食事と自己統制および向社会的行動との関連
低学年男子 低学年女子
1群（N=799） 2群（N=198） t値 1群（N=782） 2群（N=200） t値
自 己 抑 制 18.63（3.37） 18.41（3.48） 0.81 19.88（3.23） 19.12（3.43） 2.92 **
自 己 主 張 12.75（2.39） 12.28（2.47） 2.44 * 13.01（2.44） 12.30（2.53） 3.63 ***
向 社 会 的 行 動 28.88（5.05） 28.37（5.06） 1.25 30.96（4.47） 30.15（4.76） 2.28 *
中学年男子 中学年女子
1群（N=617） 2群（N=414） t値 1群（N=639） 2群（N=396） t値
自 己 抑 制 18.94（3.35） 18.58（3.44） 1.70 † . 19.87（3.15） 19.39（3.15） 0.66 
自 己 主 張 12.48（2.57） 12.00（2.72） 2.86 ** 12.39（2.59） 12.30（2.67） 0.57
向 社 会 的 行 動 28.90（5.11） 28.46（5.05） 1.37 31.15（4.43） 30.60（4.94） 1.83 † .
高学年男子 高学年女子
1群（N=445） 2群（N=600） t値 1群（N=423） 2群（N=657） t値
自 己 抑 制 18.65（3.62） 18.54（3.44） 0.53 19.94（3.11） 19.49（3.22） 2.27 *
自 己 主 張 12.11（2.62） 11.81（2.47） 1.86 † 12.11（2.44） 11.83（2.53） 1.80 †
向 社 会 的 行 動 27.93（5.73） 27.77（5.41） 0.46 30.57（4.66） 29.94（4.91） 2.10 *
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